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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成21年8月27日(2009.8.27)

【公開番号】特開2007-21212(P2007-21212A)
【公開日】平成19年2月1日(2007.2.1)
【年通号数】公開・登録公報2007-004
【出願番号】特願2006-192479(P2006-192479)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｂ   6/03     (2006.01)
   Ｇ０６Ｑ  50/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｂ   6/03    ３６０Ｚ
   Ｇ０６Ｆ  17/60    １２６Ｑ

【手続補正書】
【提出日】平成21年7月10日(2009.7.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
データを取り扱う方法であって、
　整数ウェーブレット分解を使用してデータを複数の分解能レベル（１５０）に分解する
段階（２７８）と、
　前記複数の分解能レベル（１５０）を所定の順序で含むデータ・ストリーム（２６０）
を編集する段階（２８０）と、
　ワークフロー・アプリケーションに関連した前記複数の分解能レベル（１５０）の内の
唯一の分解能レベル（２６６～２６８）にアクセスする段階と、
　前記唯一の分解能レベル（２６６～２６８）について前記ワークフロー・アプリケーシ
ョンを実行する段階と、を有している方法。
【請求項２】
更に、前記複数の分解能レベル（１５０）の内の唯一のレベルで前記データ内の関心のあ
る項目を識別する段階と、
　前記関心のある項目を表すデータ・ブロック（２６４）を識別する段階と、
　前記データ・ブロック（２６４）にアクセスして、ワークフロー・アプリケーションを
実行する段階とを含んでいる請求項１記載の方法。
【請求項３】
前記ワークフロー・アプリケーションは、取得（２０２）、処理（２１２）、解析（２２
４）、表示（２３４）、アーカイブ／検索（２４２）、接続性（２４８）及び４Ｄ以上（
２５４）の内の１つの機能ドメインに関するものであることを特徴とする請求項１記載の
方法。
【請求項４】
更に、前記唯一の分解能レベルにアクセスする段階と、
　前記唯一の分解能レベルを表示（２３４）機能ドメインの少なくとも１つの前記ワーク
フロー・アプリケーションにより処理して、３次元画像を形成する段階と、
　前記３次元画像を表示装置（１６）上に表示する段階と、を含むことを特徴とする請求
項３記載の方法。
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【請求項５】
前記ワークフロー・アプリケーションは下位分解能レベルにアクセスし、前記ワークフロ
ー・アプリケーションは、より高い分解能レベルを用いて生成される画像を表す「クイッ
ク・レビュー」画像と、少なくとも１つの取得パラメータ及び前記データの内容を検証す
るための「品質制御」画像とのうちの一方を形成することを特徴とする請求項１記載の方
法。
【請求項６】
更に、画像データを転送するためのスリップリングを持つコンピュータ断層撮影（ＣＴ）
イメージング・システム（５０）によって、前記データを取得する段階（２７２）と、
　前記分解する段階（２７８）及び前記取得する段階（２７２）を実質的に同時に実行し
て、前記スリップリングによって転送する前記画像データの帯域幅を減少させる段階と、
を含むことを特徴とする請求項１記載の方法。
【請求項７】
更に、前記唯一の分解能レベル（２６６～２６８）の一部分を識別する段階と、
　前記部分を、コンピュータ支援検出、コンピュータ支援診断、セグメント化及びパター
ン認識の内の１つである前記ワークフロー・アプリケーションにより解析する段階と、を
含んでいる請求項１記載の方法。
【請求項８】
前記方法は更に、
　前記データ内の関心のある領域（ＲＯＩ）を識別する段階であって、前記ＲＯＩは、時
間につれての２次元画像データ、時間につれての３次元画像データ、及び複数のエネルギ
・レベルを表す画像データの内の１つを有している、当該段階と、
　前記唯一の分解能レベル（２６６～２６８）で前記ＲＯＩを含む前記データ・ストリー
ム（２６０）内の少なくとも１つのデータ・ブロック（２６４）を識別する段階と、を含
み、
　前記実行する段階は更に、前記少なくとも１つのデータ・ブロック（２６４）について
動作する前記ワークフロー・アプリケーションを含むことを特徴とする請求項１記載の方
法。
【請求項９】
整数ウェーブレット変換を使用して多次元データについて順及び逆変換を行う変換モジュ
ール（１８）であって、前記順変換が複数の分解能レベル（１５０）を生成する、変換モ
ジュール（１８）と、
　前記複数の分解能レベル（１５０）を所定の順序で含むデータ・ストリーム（２６０）
を編集する処理装置（１２）と、
　前記データ・ストリーム（２６０）を保存するメモリ（１４）と、を有する、データを
取り扱うシステムであって、
　前記処理装置（１２）が、ワークフロー・アプリケーションに基づいて前記複数の分解
能レベル（１５０）の唯一の分解能レベル（２６６～２６８）にアクセスするように構成
され多ことを特徴とする、データ取り扱いシステム。
【請求項１０】
更に、前記変換モジュール（１８）は前記多次元データについて前記順変換を行って、第
１のレベルの分解を形成し、
　前記処理装置（１２）は前記第１のレベルの分解内の第１のデータ・ブロック（２６４
）を識別し、前記第１のデータ・ブロック（２６４）は前記多次元データのサブセットを
含んでおり、
　前記変換モジュール（１８）は前記第１のデータ・ブロック（２６４）について前記順
変換を行って、第２のレベルの分解を形成することを特徴とする請求項９記載のシステム
。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　従って、データ・ボリュームを保存し管理するための一層効率の良い態様が要望されて
いる。本発明の特定の実施形態は、このような要望を満たすと共に、以下に述べる説明及
び図面から明らかになる他の目的を達成することを意図している。
【特許文献１】米国特許第６１７３０８３号
【特許文献２】日本公開特許２０００－００３４５４
【特許文献３】米国特許第６２０８７６３号
【特許文献４】日本公開特許２０００－０１１１７０
【特許文献５】米国特許第６３４３９３６号
【特許文献６】日本公開特許２００２－５３９５６８
【特許文献７】日本公開特許２００２－５３８９１５
【特許文献８】日本公開特許２００１－５０２１９７
【特許文献９】米国特許第６７８２１３７号
【特許文献１０】米国特許第６９１２３１９号
【特許文献１１】日本公開特許２００３－２２４７２５
【特許文献１２】米国特許第６９８７８３１号
【特許文献１３】米国特許第７０２０３１４号
【特許文献１４】日本公開特許２００５－５０９４７２
【特許文献１５】米国特許第７３２７８６６号
【特許文献１６】米国特許第７３７６２７９号
【特許文献１７】米国特許第２００２－００４４６９６号
【特許文献１８】米国特許第２００２－００５７８５０号
【特許文献１９】日本公開特許２００３－２２４７２５
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